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規模拡大の手法としては、工場が単独で規模
を拡大する例に加え、製材と集成材の複合的
な生産、輸出向け製品の生産等に取り組む例
がみられる。 

合板工場においても、令和５(2023)年にお
ける年間国産原木消費量10万㎥以上の工場
数とその国産原木消費量を平成16(2004)年
と比べると、いずれも増加している(資料Ⅲ
－34)。従来、合板工場の多くは原木を輸入材
に依存するため、沿岸部に整備されてきた
が、国産材への原料転換に伴い、内陸部に整
備される動きがみられる(資料Ⅲ－35)。 
(地場競争力の強化) 

中小規模の製材工場等は、
地域を支える産業として重要
な存在であり、地域の工務店
等のニーズに対応し、優良材
や意匠性の高い製材品等の生
産に取り組む例がみられる。 

例えば、国産材の使用割合
が高く、木材を 現

あらわ
しで使うな

ど意匠性の高い木造住宅を作
り続ける工務店に対して、川
上から川中の関係者が連携し
て優良材を提供する取組がみ
られる。また、需要者のニーズ
に合わせて付加価値の高い内
外装や家具等を製造する取組
などもみられる69。 

林野庁は、こうした地場競
争力を強化するため、平角、柱
角など多品目の製品を生産す
る取組や、地域の素材生産業
者、製材工場、工務店等の関係
者の連携による、付加価値の
高い製品の企画・開発・プロモ
ーションの取組等を支援して
いる。 

69 地場競争力の強化に関する取組については、「令和３年度森林及び林業の動向」特集２第３節(１)34-36ページを参照。 

合板工場の規模別工場数
と国産原木消費量 

注：合板工場数全体は、平成16(2004)年は287、
令和５(2023)年は164(農林水産省「木材需給
報告書」）。 

資料：林野庁木材産業課調べ。 

資資料料ⅢⅢ－－3344  

製材・合板工場等の分布 

注１：工場の規模については、「製材」及び「合単板」は令和５(2023)年の
国産原木消費量、「集成材」は令和５(2023)年の国内生産量による。
「合単板」にはLVL工場も含む。 

２：バイオマス発電設備については、令和６(2024)年９月末時点の公表
内容による。 

資料：林野庁木材産業課調べ。市町村別バイオマス発電設備の分布は、経
済産業省ホームページ「再生可能エネルギー電気の利用の促進に関
する特別措置法 情報公表用ウェブサイト」。 

資資料料ⅢⅢ－－3355  
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(品質・性能の確かな製品の供給) 
現在、木材の新たな需要先として期待されている中大規模建築物は、設計時に構造計算

が必要であるほか、小規模な木造建築物においても、令和７(2025)年４月の改正建築基準
法の施行に伴い、構造関係の審査が必須となる範囲が拡大されることなどから、強度等の
品質・性能の確かな部材としてのJAS構造材の供給の必要性が高まっている(事例Ⅲ－８)。 

一方、令和５(2023)年度において、国産材の主要な仕向け先である製材のJAS格付率は
12％であり、住宅等の構造部に用いられる構造用製材に限っても25％にとどまる70。また、
JAS構造用製材を供給する国内の製材工場数について、令和元(2019)年度末と令和５
(2023)年度末を比較すると、機械等級区分構造用製材71の認証工場数は85工場から104工場
へ増加したものの、目視等級区分構造用製材72の認証工場数は268工場から227工場へ減少

 
70 林野庁木材産業課調べ。 
71 構造用製材のうち、機械によりヤング係数を測定し、等級区分するもの。 
72 構造用製材のうち、節、丸身等材の欠点を目視により測定し、等級区分するもの。 

大径材にも対応できるJAS製材工場 
宮崎県日

にち
南
なん

市、 都 城
みやこのじょう

市、高
たか

原
はる

町
ちょう

の３か所において年間の原木消費量９万㎥規模の製材
事業を行っている株式会社高嶺木材では、飫

お
肥
び

杉の大径材を製材できる強みを活かし、平角
等のJAS製品等を効率的に製造している。 

大径材の製材に当たっては、木取りの工夫により、平角に加え、間柱や筋交いなどの羽柄
材を製材することで歩留りの向上を図っている。また、平角の製造において重要となる乾燥
技術については、宮崎県木材利用技術センターからの技術的な助言を受け、粗挽

び
き材への散

水による表面割れ防止の技術や乾燥スケジュールなどを工夫することで、JAS機械等級区分
構造用製材の生産につなげている。 

このように同社が製造したスギの平角は県内外の施設等で使用されており、例えば令和５
(2023)年10月にオープンした「道の駅きたごう」(日南市)においては、梁

はり
・桁として62本(5.5

㎥)が使用されている。 
今後は、飫肥杉の大径材の更なる活用に向け、JAS枠組壁工法構造用製材のうち幅広のツ

ーバイエイト(２×８)材やツーバイテン(２×10)材の製造に取り組むこととしている。 

高原工場における平角生産の様子 道の駅きたごう 

事事例例ⅢⅢ－－８８  
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